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明 翠 苑 の プ ロ パ ン ガ ス 発 電 装 置

　

節　
　

分

　

二
月
三
日
は
節
分
、
明
日
は
立
春
で
す
が

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
滴
翠

会
の
各
施
設
で
は
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
「
福

は
内
、
鬼
は
外
」
と
元
気
に
豆
ま
き
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
鰯
の
頭
を
柊
の
枝
に
刺
し

た
「
や
い
か
が
し
」
を
門
や
出
入
口
に
飾
り

ま
し
た
。
節
分
は
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
り
、

今
年
も
滴
翠
会
に
は
鬼
を
近
付
け
ず
多
く
の

福
が
く
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。
春
は
も
う

す
ぐ
で
す
。

　

発
電
機
の
設
置

　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
明
翠
苑
の

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
利
用
の
発
電
装
置
工
事
は
、

上
の
写
真
の
と
お
り
一
月
完
成
し
ま
し
た
。

向
か
っ
て
左
が
ガ
ス
の
タ
ン
ク
（
約
五
㎥
で

九
百
八
十
㎏
入
り
）
右
が
発
電
装
置
で
す
。

停
電
が
起
き
れ
ば
、
瞬
時
に
ガ
ス
が
発
電
機

に
供
給
さ
れ
、
自
動
的
に
発
電
が
開
始
さ
れ

屋
内
の
コ
ン
セ
ン
ト
へ
電
気
が
流
れ
ま
す
。
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一

　

カ
ラ
オ
ケ
で
脳
を
活
性
化

　

滴
翠
苑
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
が
一
番

人
気
で
す
。
利
用
者
の
半
数
近
く
が
週
一
回

の
カ
ラ
オ
ケ
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

日
頃
の
成
果
は
、
お
誕
生
会
や
ひ
な
ま
つ
り

・
端
午
の
節
句
・
桜
ま
つ
り
等
行
事
な
ど
で

披
露
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
利
用
者
は

昭
和
歌
謡
の
懐
メ
ロ
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
を
バ
ッ
ク
に
踊
り
出
す

利
用
者
も
い
ま
す
。

　

大
き
な
声
で
歌
う
事
は
健
康
上
と
て
も
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
は
歌
う
と
、
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
や
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
な
ど
、
脳
内
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

活
性
化
し
、
免
疫
力
が
高
ま
り
、
が
ん
や
認

知
症
な
ど
の
予
防
や
、
若
返
り
等
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
特
に
、
カ
ラ
オ
ケ
の
音
や

映
像
が
、
脳
の
視
床
下
部
や
脳
下
垂
体
を
刺

激
し
、
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
活
性

化
す
る
と
い
う
研
究
報
告
も
あ
り
ま
す
。

〈
新
聞
よ
り
抜
粋
〉

　

皆
さ
ん
も
新
し
い
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　

節　

分　

祭

　

寒
い
日
が
続
い
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
二
月
三
日
は
ま
る
で
春
が
来
た
か
の
よ

う
な
、
朝
か
ら
と
て
も
あ
た
た
か
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
節
分
祭
は
、
鬼
役
の
方
四
名
と
豆

を
ま
く
方
四
名
で
、
苑
庭
を
回
り
な
が
ら
主

に
出
入
口
付
近
を
中
心
に
豆
ま
き
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

鬼
役
の
方
は
お
面
を
つ
け
、
金
棒
を
持
っ

て
『
お
ー
』
と
い
う
掛
け
声
と
と
も
に
、
金

棒
を
振
り
上
げ
た
そ
の
姿
は
、
と
て
も
勇
ま

し
く
見
え
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
の
後
は
、
皆
さ
ん
お
待
ち
兼
ね
の

福
茶
の
時
間
で
す
。
茶
ま
ん
じ
ゅ
う
を
召
し

上
が
っ
て
い
る
時
の
笑
顔
は
、
職
員
も
福
を

分
け
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

節 　 分 　 祭
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�
二
月
の
行
事

　

節　

分　

祭　
　
　
　
　

二
月　
　

三
日

　

新
年
会
・
お
誕
生
会　
　

二
月
二
十
七
日

　

転
倒
予
防
の
基
本
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

滴
翠
苑
で
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
転
倒
す

る
利
用
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
本
人
は
、

〝
自
分
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
〟と
思
っ
て
い
て
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
は
ず
み
で
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
、
転
倒
し
ま
す
。
施
設
内
で
は
、
階
段

の
昇
り
降
り
を
し
て
の
生
活
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
階
段
で
の
転
倒
は
、
大
き
な
ケ
ガ
や

死
を
招
き
ま
す
。
転
倒
し
や
す
い
利
用
者
の

歩
行
時
や
日
常
生
活
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
よ

く
知
り
、
危
な
い
と
思
っ
た
時
に
は
、
万
が

一
を
考
え
、
そ
の
つ
ど
の
声
か
け
や
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。
又
、
常
日
頃
、
下
半
身

を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
る
事
が
重

要
で
す
。

　

苑
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
や
、
毎
週
土

曜
日
の
リ
ハ
ビ
リ
の
時
間
に
、
転
倒
予
防
策

と
し
て
、
基
本
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
参
考
に
し
て

下
さ
い
。

◦
「
立
位
も
も
上
げ
」
は
、
持
ち
上
げ
る
脚

　

と
支
え
る
脚
を
同
時
に
鍛
え
、
体
の
バ
ラ

　

ン
ス
能
力
を
高
め
ま
す
。

◦
「
脚
後
部
引
き
上
げ
」
は
、
背
中
に
あ
る

　

脊
柱
起
立
筋
、
太
も
も
前
面
の
大
腿
四
頭

　

筋
や
背
面
の
ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ
の
他
、
お

　

尻
の
大
殿
筋
な
ど
を
鍛
え
ま
す
。

◦
「
か
か
と
持
ち
上
げ
」
は
、
ふ
く
ら
は
ぎ

　

の
筋
肉
を
強
く
す
る
運
動
で
す
。

〈
新
聞
よ
り
抜
粋
〉

カ ラ オ ケ の 様 子

椅
子
の
背
も
た
れ
に
両
手
、

ま
た
は
片
手
を
つ
く

太
も
も
が
床
と
平
行
に
な

る
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と

膝
を
上
に
持
ち
上
げ
る

膝
を
あ
ま
り
曲
げ
ず
に
脚

を
後
ろ
に
引
き
上
げ
る
。

上
体
が
前
屈
し
な
い
よ
う

に
す
る
。

か
か
と
を
ゆ
っ
く
り
と
浮

か
せ
る
。
爪
先
立
ち
に
な

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

立
位
も
も
上
げ

基
本
姿
勢

か
か
と
持
ち
上
げ

脚
後
部
引
き
上
げ

➡➡

➡
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一

　

初　
　

詣

　

平
成
二
十
六
年
を
迎
え
、
最
初
の
行
事
は

初
詣
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
四
班
に
分
か
れ
て
、
笠
間
稲
荷

神
社
・
金
刀
比
羅
神
社
へ
参
拝
に
出
掛
け
ま

し
た
。

　

神
社
に
着
き
〝
今
年
も
一
年
、
元
気
に
過

ご
せ
ま
す
よ
う
に
、
怪
我
を
し
ま
せ
ん
よ
う

に
〟
と
、
皆
さ
ん
神
妙
な
面
持
ち
で
お
参
り

を
し
ま
し
た
。
参
拝
の
後
は
ジ
ュ
ー
ス
や
甘

酒
で
一
休
み
。
皆
さ
ん
飲
み
物
を
飲
み
な
が

ら
、「
今
年
も
お
参
り
に
来
ら
れ
て
良
か
っ

た
ね
。」「
天
気
が
良
く
て
よ
か
っ
た
ね
。」

等
の
話
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
願

い
を
胸
に
、
慈
翠
舘
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

節　
　

分

　

豆
ま
き
は
、
昔
の
中
国
で
行
わ
れ
て
い
た

鬼
追
い
の
「
追つ
い

儺な

」
と
い
う
行
事
と
、
日
本

に
も
古
く
か
ら
あ
っ
た
鬼
や
邪
気
を
追
い
払

う
為
「
豆
打
ち
」
と
い
う
風
習
と
が
あ
わ
さ

っ
た
も
の
が
豆
ま
き
で
す
。
大
切
な
作
物
だ

っ
た
大
豆
に
は
、
穀
物
の
霊
が
宿
っ
て
い
て
、

そ
の
力
が
悪
霊
を
退
け
る
と
昔
の
人
は
考
え

て
い
ま
し
た
。

　

煎
っ
た
大
豆
を
「
福
は
内
・
鬼
は
外
」
と

唱
え
な
が
ら
ま
き
、
邪
気
を
払
い
ま
す
。
そ

の
後
、
自
分
の
年
の
数
の
豆
を
食
べ
て
、
一

年
の
無
事
を
祈
り
ま
す
。
慈
翠
舘
で
は
年

男
・
年
女
が
今
年
は
八
名
い
ま
し
た
。
尖
っ

た
ヒ
イ
ラ
ギ
の
と
げ
と
、
炙
っ
た
鰯
の
臭
い

を
鬼
が
嫌
が
る
と
さ
れ
厄
除
け
と
な
る
そ
う

で
、
皆
さ
ん
に
付
け
て
も
ら
い
、
豆
ま
き
を

行
い
ま
し
た
。
昼
食
に
は
豆
を
食
べ
福
茶
も

お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

笠 間 稲 荷 神 社 へ 初 詣
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地　

区　

清　

掃

　

慈
翠
舘
で
は
毎
月
地
区
清
掃
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ゴ
ミ
拾
い
は
、
各
自
袋
と
火
ば
さ
み

を
持
ち
、
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
、
手
分
け
し

な
が
ら
溝
や
道
路
の
淵
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い

な
い
か
確
か
め
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

　

紙
く
ず
・
空
き
缶
・
お
弁
当
の
容
器
・
た

ば
こ
の
吸
い
殻
、
時
に
は
、
車
の
ホ
イ
ル
や

落
下
物
等
様
々
で
す
。
そ
し
て
、
先
へ
と
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
拾
っ
て
行
く
の
は
良
い
の
で

す
が
、
車
の
往
来
に
も
充
分
気
を
付
け
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

拾
い
集
め
た
物
を
施
設
に
持
ち
帰
り
、
最

後
は
分
別
で
す
。
時
に
は
リ
ヤ
カ
ー
が
ゴ
ミ

で
一
杯
に
な
る
事
も
あ
る
の
で
大
変
で
す
が
、

私
達
も
地
域
の
一
員
と
し
て
、
気
持
ち
良
く

生
活
出
来
る
街
に
な
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り

心
掛
け
、
出
来
る
事
を
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�
職
員
研
修
・
会
議

　

知
事
を
囲
ん
で
の
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
二
十
・
二
十
一
日

　

�
二
月
の
行
事

　

節　

分　
　
　
　
　
　
　

二
月　
　

三
日

　

み
ど
り
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月　
　

八
日

　

感
謝
祭　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
一
日

地 区 の 清 掃

春
が
来
た

　

春
が
来
た

ど
こ
に
来
た

　

山
に
来
た

里
に
来
た

　

野
に
も
来
た
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

　

新
任
職
員
紹
介

　
　
　
介
護
職
員　

石
井　

雄
也

（
平
成
二
十
五
年
四
月
採
用
）

　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

調
べ
物
を
す
る
事
が
好
き
で
、
新
た
な
発

見
を
み
つ
け
る
事
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

　

温
故
知
新
の
言
葉
の
様
に
、
人
生
の
大
先

輩
の
方
々
か
ら
様
々
な
事
を
吸
収
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
変
未
熟
者
の
私
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
様

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
介
護
職
員　

田
中　

御み

鹿ろ
く

（
平
成
二
十
五
年
六
月
採
用
）

　

昨
年
の
六
月
か
ら
勤
務
し
て
い
る
田
中
と

申
し
ま
す
。
休
日
は
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、

家
族
で
出
か
け
た
り
し
て
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、
し
っ
か

り
仕
事
を
覚
え
て
一
人
前
の
介
護
職
員
に
な

れ
る
様
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

百
寿
の
祝
い

　

明
翠
苑
の
最
長
老
の
高た

か

草く
さ

木き

様
は
、
今
年

一
月
に
め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
誕
生
日
の
お
祝
い
に
は
ご
家
族
の
方
も
来

苑
さ
れ
、
写
真
で
着
用
さ
れ
て
い
る
ベ
ス
ト

と
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。
お
花
に
は
ご
家
族
の
方
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ベ
ス
ト
は
「
内
側
の
モ

コ
モ
コ
が
温
か
い
ん
だ
よ
」
と
早
速
着
用
し

て
大
喜
び
で
し
た
。

　

ま
た
、
万
寿
会
か
ら
は
花
束
と
栄
養
ド
リ

ン
ク
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
栄
養
ド

リ
ン
ク
は
ご
本
人
が
毎
日
愛
飲
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
健
康
管
理
に
気
を
付
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
明
翠
苑
か
ら
は
、
襟
巻
き
と
靴
と
表

彰
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

高
草
木
様
は
職
員
た
ち
に
い
つ
も
「
あ
り

が
と
ね
、
気
を
付
け
て
帰
れ
」
な
ど
と
気
遣

い
の
言
葉
を
掛
け
て
く
れ
ま
す
。
本
当
に
優

し
い
方
で
す
。
写
真
か
ら
も
人
柄
の
良
さ
が

伝
わ
っ
て
く
る
一
枚
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

職
員
一
同
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

百
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

100歳 お め で と う ご ざ い ま す （写真中央がご本人です）



FUREAINO MACHIZUKURI平成26年２月１日発行 第 2 78号

（�）

ふぁみりー通信

１月の出来事

１月１日　「年頭の辞」が行われ、　
　理事長・施設長・年女の年始のあ
　いさつ後、出席者全員で記念撮影
　をしました。
１月６日　「座談会」が開かれ、施
　設長からは改めて新年のあいさつ、
　看護師からは感染症対策と冬の注
　意事項が話されました。
１月10日　新年会が会され、サイコ
　ロゲームを行いました。出た目の
　お題に沿ったものまねや歌を披露
　していただきました。
１月26日　毎月一回行われる「ふら
　んす亭」の食事で、しぐれ丼セッ
　ト・煮魚定食・とろろそばセット・
　パングラタンセットから一品好き
　なものを選び、召し上がっていた
　だきました。

明翠苑ニュース
（1月分）

面　会　　　　  ��件　延�0�名来苑
ショートステイ　　　�名　延�8日利用
ボランティア
　　売　　店　１名　２日来苑
　　北浦団地　３名　１日来苑
研　修
アンガーマネジメント研修
　　　　　　　　　　　　１月��日
口腔ケア講習会　　　　　１月��日

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

インフルエンザと　　　
　ノロウイルス感染状況

　ご来苑時のマスク着用や手指の消
毒など、皆様のご協力もあり今年度
はインフルエンザ・ノロウイルス感
染者は確認されていません。
　昨年度、インフルエンザ感染者は
いませんでしたがノロウイルスの感
染者が確認されてしまいました。感
染者の隔離などの対応で、ご利用者
の方々には不安やご迷惑をおかけし
ました。
　そのため、今年はより一層と感染
症の予防に力を入れています。昨年
と同様、毎食事前の手指消毒や室内
の湿度調節、職員全員のマスク着用
など行っています。
　今年からは新たに超音波噴霧器を
玄関口の二ヶ所に設置しました。こ
れによりインフルエンザ・ノロウイ
ルスに有効な除菌剤が噴霧されます。
機械の周囲をお通りいただくだけで
かまいません。肌に付着しても安心
な微酸性のものですので、使用して
いただき感染症の予防にご協力くだ
さい。
　また、この時
期は特に苑周辺
の路面凍結が予
想されます。ご
来苑時はお気を
付けください。
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岡
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

一
月
十
三
日（
月
）

参加人数　　　９名（男１名　女８名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、タラの親子焼き
　　　　　　　里芋のユズ味噌
　　　　　　　野菜とささみのナムル
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　音楽、クッキング

　今日のクッキング、仲の良い２人で協力し
てバナナ蒸しパンを作ってくれました。ホッ
トプレートで焼いている時も「もういいかな」

「少しこげ目がついたかな」等、何度もひっく
り返してはチェックしていました。おやつ時、
皆さんから「おいしいね、よく焼けているね」
と言われると、「そうだろう」と得意気でした。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

一
月
二
十
二
日（
水
）

参加人数　　　８名（男１名　女７名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、チキンピカタ
　　　　　　　ごぼうの炒り煮、マカロニサラダ
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　運動

　昨夜遅くに雪が降ったため、朝は
あたり一面真白でした。利用者さん
の中には「デイはどうかな？」と心
配された方がいたかと思いますが、
何事もなく、ほぼ時間通りにお迎え
に行けました。又、休まれる方もい
ませんでした。安全運転を第一に心
掛けて行きたいと思います。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

一
月
四
日（
土
）

参加人数　　　10名（男１名　女９名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、チキン味噌ステーキ
　　　　　　　高野豆腐と竹輪の煮物
　　　　　　　ポテトサラダ
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　カルタ

　平成26年になり最初の御利用です。皆さ
んお変わりなく元気に来ていただきありが
とうございます。レクリエーションもお正
月らしく手作りカルタを行い読み手、取り
手、どちらもつい笑ってしまう句があった
りと、皆さんの初笑いが聞けました。今年
も楽しいデイにして行きたいです。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

一
月
二
十
五
日（
土
）

参加人数　　　12名（男１名　女11名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　わかめ御飯、味噌汁（しじみ）
　　　　　　　から揚げ、和風サラダ
　　　　　　　フルーツ（みかん）
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　運動

　毎日寒いですね。この時期はインフルエン
ザや感染症が流行しますが、デイの皆さんは
大丈夫です。自宅に帰られてからうがい、手
洗いをしてくれている事やレクリエーション
の時間に大きな声で笑う事、歌う事、手足を
動かす事が病気を寄せつけないのでしょう。
毎日楽しく過ごして行きましょう。

全 　 員 　 集 　 合
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明
翠
苑
居
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援
セ
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だ
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石
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サ
ー
ビ
ス
付
き

　

高
齢
者
向
け
住
宅
っ
て
？

　

今
、各
地
に
続
々
と
建
設
さ
れ
て
い
る「
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
に
安
全
な
居
住
空
間
を

確
保
し
て
介
護
や
医
療
と
連
携
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
賃
貸
住
宅
の
こ
と
で
、
略
し

て
「
サ
高こ
う
じ
ゅ
う住」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
個
室

で
居
住
面
積
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
設
備
面
で
の
基
準
が
決
ま
っ
て
い
る

ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
安
否
確
認
と
生
活

相
談
サ
ー
ビ
ス
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
と
違
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
自
由
度
が

大
き
い
の
も
人
気
が
あ
る
理
由
で
す
。

　
「
サ
高こ
う
じ
ゅ
う住」
が
で
き
た
背
景
に
は
高
齢
化

社
会
の
深
化
に
よ
る
要
介
護
者
の
増
加
や
単

身
・
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
の
増
加
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
入
所
施
設
の
不
足
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢

者
住
宅
で
は
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
だ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
国
が
建
設
を
推
進
し
て
い
る
の

で
す
。

　

老
人
ホ
ー
ム
は
夜
間
の
介
護
人
員
の
配
置

や
医
療
機
関
と
の
連
携
、
有
資
格
者
の
人
数

な
ど
細
か
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

「
サ
高こ
う
じ
ゅ
う住」
に
は
緊
急
時
対
応
や
介
護
な
ど

の
規
定
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に

訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
に
応
じ
て
受
け
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

不
安
材
料
と
し
て
は
看
護
師
が
常
駐
し
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
医
療
面
で
の
依
存
度

が
高
い
人
や
認
知
症
の
人
は
受
け
入
れ
て
も

ら
え
な
い
所
も
あ
る
こ
と
。
と
い
う
こ
と
は

病
気
が
重
度
化
し
た
場
合
、
そ
こ
に
い
ら
れ

な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
言
う
事
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
問
題
と
し
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
別
に
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
費
用
負
担
が
高
額
に
な
り
、
年
金

収
入
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
な
く
な
る
こ
と
が

憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
持
ち
家
が
あ
る

人
の
場
合
、
わ
ざ
わ
ざ
賃
貸
住
宅
に
住
み
替

え
る
か
と
い
う
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

入
居
を
考
え
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
や
料
金
体
系
を
謳
っ
て
い

る
の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
あ
る
程
度
情

報
を
集
め
た
り
実
際
に
見
学
し
て
み
る
事
を

お
勧
め
し
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

井
川　

由
美
子　



養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
特別養護老人ホームユニット型　  明 　 　 翠 　 　 苑
デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

社会福祉法人　滴　翠　会

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院

http://tekisuikai.or.jp/

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい
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《凍
し

みこんにゃく入り金平》
　凍みこんにゃくは茨城の伝統食材のひとつです。味がしみこみやすく面白い食感が
楽しめます。

●材　料（４杯分）

　凍みこんにゃく …………… １枚
　ごぼう（細切り） …………… 150g
　人参（細切り） ……………… 50g
　　砂糖 ……………………… 大さじ1.5
　　醤油 ……………………… 大さじ1.5
　　みりん …………………… 大さじ２
　ごま油 ……………………… 適量
　いり胡麻 …………………… 適量

●作り方

①凍みこんにゃくはぬるま湯で�0分もどし、
　かるく揉みながら２〜３回水を取り替え、
　あく抜きをし、かるく水を切る。
②ごぼうと人参、細切りにした凍みこんにゃ
　くをごま油で炒める。
③Ⓐを加えてかるく煮詰め、仕上げに胡麻を
　ふる。

慈翠舘　栄養士　山口　由香里　

Ⓐ


